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WB 1:500-1:2000,IP 1:20-1:50

Calculated MW:68 kDa; Observed MW:80 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、血液中をチモーゲンとして循環する凝固因子XIIをコードしています。この一本鎖チモーゲンは、重鎖（α-因子XIIa）と軽鎖を持つ二本鎖セリンプロテアーゼに変換されます。重鎖には、2つのフィブロネクチン型ドメイン、2つの上皮成長因子（EGF）様ドメイン、クリングルドメイン、およびプロリンリッチドメインが含まれますが、軽鎖には触媒ドメインのみが含まれます。活性化されると、重鎖でさらなる切断が起こり、β-因子XIIa軽鎖が生成され、α-因子XIIa軽鎖はβ-因子XIIa重鎖になります。プレカリクレインは因子XIIによって切断されてカリクレインを形成し、カリクレインによって因子XIIはまずα-因子XIIaに、次にβ-因子XIIaに切断されます。活性型第XIIa因子は、血液凝固、線溶、そしてブラジキニンとアンジオテンシンの生成に関与する。また、血液凝固第VII因子と第XI因子を活性化する。この遺伝子の欠陥は臨床症状を引き起こさず、全血凝固時間の延長のみを引き起こす。[RefSeq提供、2008年7月]
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	1:1000 の濃度で第 XII 因子ウサギモノクローナル抗体を使用して、ヒト血漿組織抽出物のウェスタン ブロット分析を行いました。

